
神戸大学文学部・大学院人文学研究科 

創立 70 周年記念事業募金趣意書 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸大学文学部・大学院人文学研究科 

神戸大学文学部同窓会 文窓会 

1950 年頃の御影学舎 

1965 年頃の六甲学舎 

現在の六甲学舎 



募 金 趣 意 書 

神戸大学文学部・大学院人文学研究科は、2019 年 5 月に創立 70 周年を迎えます。 

 文学部は、1949 年 5 月の新制神戸大学発足と同時に設置された、文理学部・文科を起点とし

ています。旧制帝国大学系などの一部を除いて国立大学に文学部の設置がなかなか認められな

い中で、1954 年にはいち早く文学部として独立、1968 年には大学院文学研究科（修士課程）の

設置が認められました。宿願であった大学院博士課程は、1981 年に独立研究科・文化学研究科

（博士課程）の設置によって実現しました。2007 年には 5 年一貫の大学院人文学研究科（博士

課程前期・後期）が発足し、同時に大学院の部局化が行われています。 

 この間学舎は、1964 年に御影から神戸の街と大阪湾を見下ろす六甲へと移転、2007 年から順

次改修されて、教育研究施設の充実がはかられています。また、専攻課程は、文理学部・文科

として発足当初、3 学科 7 専攻であったものが、現在では 1 学科 15 専修へと拡充し、１学年の

定員（学部 100 人、大学院博士前期課程 44 人、博士後期課程 20 人）は小規模ながら、少人数

教育の利点を活かして、充実した教育と研究を推進しているところです。卒業生・修了生は国

内外で広く活躍しており、多くの研究者も学界に送り出しています。 

文学部・人文学研究科では、交換留学制度などを活用して海外に翔び立つ学生をサポートす

ると同時に、多くの留学生を迎え入れてきました。特に 2012 年からは毎年、オックスフォード

大学との協定（Kobe-Oxford Japanese Studies Program）により、同大学東洋学部日本学専攻の 2

年生全員が 1 年間、机を並べて学んでいます。多様な経験・考えを有する学友との交流によっ

て学部学生や院生は国際的な感覚を身につけた魅力ある人間に成長してくれています。 

さて、今般の国立大学、とりわけ国立大学人文系学部をめぐる社会的状況は、極めて厳しい

段階を迎えています。2004 年における国立大学法人化以降、大学運営のための根幹的資金であ

る運営費交付金は政府の方針によって毎年減額され続けており、神戸大学として従来どおりの

高水準な教育・研究を遂行することが年を追うごとに難しくなりつつあります。また、2014 年

に文部科学省管轄の委員会が人文社会系学部の将来的な統廃合を示唆する見解を提示し、それ

によって日本では経済界を含め広範な社会的議論が喚起されたことは記憶に新しいところで

す。このような中でわれわれ文学部・人文学研究科教員は、様々な競争的資金の獲得に向け奔

走しており、それらの努力は数々の大型プロジェクトの採択など一定の実を結んでおります。

とはいえ、最低限の教育・研究を維持し、更なる発展を実現していくには、依然として極めて

厳しい状況であるというのが正直なところです。われわれ研究者が社会に向けて発信する主要

な場である書籍刊行に関しても、昨今の出版不況が年々深刻となる中で、大学教員や優れた博

士論文を書きあげた若手研究者たちが自力で研究成果の書籍刊行にこぎつけることは、ますま

す困難になりつつあります。同時に、改修後の学舎は設備更新を必要としていますが、残念な

がら、教育環境の改善どころか、その維持も危うい状況です。 



 今般、2019 年 5 月に創立 70 周年を迎えるにあたり、神戸大学文学部・大学院人文学研究科は

以下に掲げる記念事業を実施することにいたしました。本学部・研究科で培われた人文学の知を

次世代の学生・研究者へと伝え、さらなる展開・発展を促す土壌を豊かに耕し、そのうえで社会

からの要請にも十分に応え得る教育・研究の財政的基盤を整える取り組みであり、これからの神

戸大学、そして将来の人文学に対して大きな意義のあることと考えています。  

創立 70 周年記念事業は次の二つを柱として実施いたします。 

 ・学生の教育・研究環境を整備し、より良い学びの場を提供する 

  （貴重書の整備等） 

 ・本研究科で学び、執筆された優秀な博士論文、および人文学の成果を社会に還元するための

書籍出版を助成する 

 つきましては、この意義ある記念事業を実施するためにご寄附を募ることといたしました。募

金目標金額は 1 千万円、募金期間は 2021 年 10 月までを予定しております。もとより教員一同

も拠金し、神戸大学文学部・大学院人文学研究科の発展のため、今後とも教育研究に邁進してい

く所存ですので、同窓生および元教職員ほか関係者の皆様、また新入生、在学生の保護者様、ひ

いては広く人文学に関心をお持ちの皆様におかれましては、何とぞこの趣旨にご賛同ください

まして、本目標達成に格別のご高配とお力添えを賜りますよう、切にお願い申し上げる次第です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年２月吉日 

神戸大学長                

武 田  廣      

神戸大学文学部長・大学院人文学研究科長  

奥 村  弘     

神戸大学文学部同窓会 文窓会会長     

武 藤 美 也 子   

人文科学図書館蔵書の貴重書 

オックスフォード大学への学生派遣 

留学生のフィールドワーク 



 

募 金 要 項 
１．名称 

神戸大学文学部・大学院人文学研究科創立 70 周年記念事業募金 

 

２．目的 

神戸大学文学部・大学院人文学研究科における以下の目的 

・学生の教育・研究環境の整備（貴重書の整備等） 

・優秀な博士論文、および人文学の成果を社会に還元するための書籍出版を助成 

 

３．寄附額 

1 口 5,000 円(口数にかかわらずお受けいたします。) 

 

４．期間 

2019 年 2 月～2021 年 10 月を予定しております。 

 

５．目標金額 

1 千万円 

 

６.寄附の申込方法及び振込方法 

【寄附者が個人の場合】 

同封の振込依頼書に住所、電話番号、氏名（フリガナ）、金額等の必要事項をご記入の上、金

融機関窓口にてお振込みください。 

WEB 申込（クレジットカードまたはネットバンキングでのご寄附）をご希望の際は、下記お

問い合わせ先にご連絡ください。 

【寄附者が法人の場合】 

お手数ですが、ご寄附の方法をご案内しますので、下記お問い合わせ先にご連絡ください。 

 

７．税制上の優遇措置 

【寄附者が個人の場合】 

寄附金額が 2 千円を超える場合、その超えた金額が当該年の所得から控除されます。ただし、

寄附金の額が総所得金額の 40％を上回る場合は 40％が限度となります。 

【寄附者が法人の場合】 

全額損金算入が可能です。 

 

８．銘板 

 一定額以上*ご寄附いただいた方のお名前をプレートに刻み、末永く顕彰させていただきます。 

 （*）個人：10 万円以上（累積）、法人・団体：100 万円以上（累積） 設置場所：出光佐三六甲台講堂 

 

９．記念図書 

 一定額以上*ご寄附いただいた方に、本事業による出版図書 1 冊を贈呈させていただきます。 

 （*）個人：6 口（3 万円）以上（累積）  

 

１０．お問い合わせ先 

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 神戸大学大学院人文学研究科総務係 

Tel：078-803-5591   Mail：lsoumu
ｴﾙｴｽｵｰﾕｰｴﾑﾕｰ

@
ｱｯﾄ

lit
ｴﾙｱｲﾃｨｰ

. kobe
ｹｰｵｰﾋﾞｰｲｰ

-u
ﾕｰ

.ac
ｴｰｼｰ

. jp
ｼﾞｪｰﾋﾟｰ

 受付時間：平日 9：00～17：00 


